
 
 
 
 
 
 
 

登下校に注意をしましょう！ 
日に日に暗くなるのが早くなってきました。完全下校時刻の１７時３０分には外は真っ暗な状態になってい

ます。暗くなると心配されるのが下校時の交通事故や不審者からの声かけやつきまといです。 

交通安全について 

夜になれば歩行者や自転車、自動車も視界が悪くなり、事故が起こりやすくな

ってしまいます。また、朝の登校時間も２号線やバス道を中心にたくさんの自動

車が通行しており、危険なスピードで走っている車も見かけます。事故や事件に

巻き込まれないために、交通マナーをしっかりと守り、安全に登下校をしてほしい

と思います。 

 そこで大蔵中学校区の中にある、通行する際に特に注意が必要である通学路

をまとめました。よく確認をし、安全意識を高めてください。 

場  所 状  況 

黒橋下交差点 車やバイクの直進・右折・左折が多く、スピードが出ている。 

太寺ガーデン前横断歩道 自転車がバスを追い越す。渋滞中の車の間を横断する。 

県道 366 号（バス道） 

歩道がとても狭く下校時間には生徒が渋滞状態になっている。その

ためほかの自転車・歩行者が通れない。また、渋滞状態の生徒を抜

かそうとして車道に出る生徒がいる。 

大蔵中学校正門前 
下校しない生徒がたまって、ほかの歩行者、自転車の通行の妨げに

なる。 

明高下交差点 

下校中の生徒がたまりやすく、他の歩行者が信号待ちしにくい。 

歩行者用信号が青の点滅になっても横断しようとしている生徒がい

る。横断途中に赤信号になるので、点滅になったら横断をやめる。 

ライフォート前 
バス停付近で生徒がたまり、それを避けるために他の歩行者が車道

にはみ出す。 

人通りの少ない道 

見通しが悪く、暗い道 

不審者への注意が必要です。 

 

交通事故に合わないために… 

①交通マナーを守る。 

信号機がある横断歩道では必ず信号を守る、信号機のない場合は安全

に十分に配慮してから横断するなど交通マナーをしっかり守りましょう。 

②公共の場である意識を持つ。 

中学生だけの道ではなく、一般の車、自転車、歩行者も通行することを

意識しておく。迷惑行為（広がって歩く、道の真ん中でたまる）や危険行為

（車道を歩く、信号無視など）は絶対にしない。 

不審者対応について 

  校区内において小中学生への声かけやつきまといが多く発生しています。登下校時は特に気を緩めず、

防犯意識を高めましょう。不審者から自分の身を守るため、「いかのおすし」を確認しましょう。 

いか ついて「いか」ない！ 道案内を依頼されたり、車に乗るように言われたりなど、声を

かけられても「嫌です」「いきません」「できません」「大人の人に聞

いてください」とはっきり断ろう。 の 車に「の」らない！ 

お 「お」おごえをだす！ 

声かけやつきまといの多くは子どもが一人になった時に発生し

ます。まずは、複数で登下校をするように意識をしましょう。もし

一人の時に不審者と出くわして「嫌だな」「怖いな」と思ったらため

らわずに大声を出して助けを呼ぼう。大声を出せなくても防犯ブ

ザーを鳴らす対策をしよう。 

す 「す」ぐ逃げる！ 

登下校中に何かあった場合、駆け込める場所（子ども１１０番の

家やコンビニなど）の確認をしよう。身の危険を感じたときにはす

ぐに大人の人がいるところへ逃げよう。 

※子ども１１０番の家 

 子どもが危険に遭遇したり、困りごとがあるときに安心して立ち

寄れたりできる民間協力の拠点として、自治体や教育委員会等

が中心となった地域ボランティアです。 

し おとなの人に「し」らせる 

声かけやつきまといなどがあった時は「大したことはなかったか

ら通報しなくてもいいか」と思わず、些細なことでもその日のうち

に必ずお家の人へ相談をし、必要に応じて警察へ通報してもらい

ましょう。また、他の生徒が同様の被害に合わないよう学校へも

必ず連絡をお願いします。 

※どんなことがあったかな？ 

 いつごろ、どこで声をかけられたかな？ 

 どんな人だったかな？   どんな車だったかな？ 
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